
 

 

 

 

 

 

 

 

 

心地よいあいさつ 

新学期が始まって１か月が過ぎようとしています。マスク越しの「おはようございます」の声

も、“作った大きな声”ではなく、自然な響きに心地よさを感じています。また職員室、部活動の鍵

を取りに来た生徒に鍵を渡すと「ありがとうございました。」とお礼を言ってくれます。このように

相手を心地よくさせるあいさつやお礼の言葉が自然に出てくることは、素晴らしいことだと思いま

す。  

さて、大型連休も終わり、授業を中心に落ち着きのある学校生活が始まっていますが、生徒のみ

なさんの中には、「おはようございます」の明るい挨拶からは感じ取れない様々な不安や悩みがあ

り、そしてそれがストレスになっている人もいるのではないかと、日々想いを巡らせています。  

そこでまず、大切なことは、不安や悩み、ストレスがあることがダメなことではなく、誰にもあ

って当然だと思えることです。自分一人だけ・・・と思う必要はないのです。そして、様々なスト

レスの原因や効果的な解消法を知り、上手に付き合っていくくらいの気持ちが大切です。その解消

法の一つが、人に話を聞いてもらうことです。身近にいる家族や友人以外に、担任の先生、学年や

保健室の先生、スクールカウンセラーの先生も相談にのってくれます。悩みを抱え「どうしよう」

「困ったな」と感じてしまった時には誰かを頼ってみましょう。  

保護者懇談会、部活動保護者会 ご出席ありがとうございました 

 4 月２１日（木）から 27 日（水）まで、各学級での個別懇談会を開催しました。それぞれのご家

庭で時間を調整してご出席いただきありがとうございました。学校では見ることのないお子様の様子

をお聞かせいただいたり、学級での活動に対するご質問をお寄せいただいたりしていただきました。

また、5 月 10 日（火）と 16 日（月）の 2 回に分けて部活保護者会を開催し、部活動の運営につい

て説明をさせていただきました。休日の活動のサポートや経済的な部分など様々な協力を頂きながら

運営していきます。至らない点も多いかと思いますがよろしくお願いいたします。  

今後の予定をお知らせします。万全の感染症対策をとりながら、行事を実施していきます。ご家庭

でも感染症拡大防止にご協力願います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     【大津市立皇子山中学校だより】 

                        令和４（２０２２）年５月１７日発行 

                      第２号   生徒数：７５７名 

              【学校教育目標】 

                       「皇子山中学校・校区」を愛し、 
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今後の予定 

5 月 19 日（木）20 日（金）  春季総体、吹奏楽祭 

5 月 25 日（水）～2７日（金） 3 年修学旅行（兵庫県、岡山県方面） 

6 月 1 日（水）2 日（木） 1 年葛川自然教室（葛川少年自然の家） 

6 月 7 日（火） 2 年体育祭（午前、本校グラウンド）  

6 月 8 日（水） 1 年体育祭（午前、本校グラウンド） 

6 月 9 日（木） 3 年体育祭（午前、本校グラウンド） 

6 月 10 日（金）、13 日（月） 体育祭予備日 

6 月 21 日（火）２２日（水） 期末テスト 

 

 

 



団長、皇中祭での「パフォーマンス」への思いを語る！！ 

全校生徒が７つの色に別れ、異なる学年の生徒が集まり活動していきます。5 月 1３日（金）1 校

時、色別にそれぞれの学年のメンバーが初めて集まり、結団式が行われました。団長が 10 月の皇中

祭で発表するパフォーマンスに向けての思いを、集まったメンバーに話しました。副団長、T シャツ

のデザイン、団旗、パフォーマンスそれぞれの担当から話がありました。今後、パフォーマンスの本

番に向けて生徒たち自身が計画、練習して作り上げていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝の人権放送を行いました 

 5 月 1１日（水）朝、今年度第 1 回目の人権放送を行いました。  

朝の落ち着いた雰囲気の中、2 年生の明田天心朗君がしっかりと  

全校生徒に伝えてくれました。学級では、生徒が落ち着いて放送を  

聞き、人権について考える時間になりました。放送した内容を  

掲載します。もう一度読んで考えてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これから、朝の人権放送を行います。  

みなさんは、「人権」と聞いてどんなことをイメージしますか？日本国憲法第 11 条には、

「国民は、すべての基本的人権の享有を妨げられない。・・・」とあり、基本的人権の尊重

が述べられています。基本的人権とは、自由権、平等権、社会権、参政権など人間が生まれ

ながらに持っている基本的な権利のことです。  

わたしたちは、一人ひとりかけがえのない存在です。皇子山中学校では、一人ひとりが大

切にされ、安心して過ごせる場を作っていくために、各学年で様々な人権学習に取り組ん

でいきます。1 年生では、「自分をみつめる」をテーマに障がい者について理解を深める学

習を、2 年生では「互いを認め合う」をテーマに社会で男女が共に歩んでいくための学習

を、3 年生では「自分の生き方を考える」をテーマに多文化共生や国際理解についての学

習を行う予定です。さまざまな人権学習や命の学習を通して思いやりの心を育み、みんな

であたたかい皇子山中学校を作っていきましょう。  

また、毎月 11 日を「人権の日（命を思う日）」と定め、朝読書・朝学習の時間を使って

人権放送を行っています。この人権の日は、自分の命や周りの人々の命の尊さについて、

また自分自身の人生をどう輝かせて生きていけばよいのかについて考えていく日としてい

ます。 

そして、今年度も人権放送の内容をみなさんと一緒に考えていきたいと思います。「こん

な内容であれば人権のことを身近に感じられる」、「なかまを大切にしたいからこんな内容

の放送がいい」、「こころが温まるエピソードを伝えたい」など、いろいろと考えてみてく

ださい。このあと、担任の先生からアンケート用紙を配ってもらいますので、ご協力をよ

ろしくお願いします。  


